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なぜオリンピック×ホームレスなのか

◆極端な事例
 アトランタ五輪(1996)
景観美化の観点から、開催地付近の路上生活者への追い出し
→オリンピックにおけるホームレス排除が社会問題化

◆オリンピック開催後の変化
 オリンピック開発に伴う地価や住宅価格の高騰
 公共空間（道路、公園など）での排除

◆オリンピック開催後のホームレス支援体制の変化
 オリンピックを契機とし、ホームレス支援に新しい枠組みをもたら
した例も



過去のオリンピックにおける取り組み

◆シドニー五輪（2000） ◆ロンドン五輪（2012）

Protocol for Homeless 
People in Public Places

公共空間にいるホームレスの人の
ためのプロトコル（議定書）

行政-支援団体の連合体
London Delivery Board (LDB)

Ending rough sleeping
-the London Delivery Board

※ラフスリーパー＝路上ホームレス



ロンドン調査の概要

◆現地インタビュー調査

◆支援施設見学

◆オリンピック・パーク周辺現地見学

報告①
ロンドン全体のラ
フスリーパー支援

報告②
ロンドンの特別区
によるラフスリー

パー支援

報告③
オリンピック関連

開発と今



報告①

ロンドン全体のラフスリーパー支援
～大ロンドン市を中心としたラフスリーパー事業～

発表：河西（20分）
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2012年目標 「ラフスリーピングを終わらせる」

2005.07  ロンドンが2012年夏季オリンピック開催地に選ばれる

2006.11  支援団体間での協議の末、Homeless Link（ホームレス支援
団体の全国組織）が 「2012年までにラフスリーピングを終
わらせる」キャンペーンを開始

2008.11  大ロンドン市長が住宅戦略書（素案）の中で、2012年目標を
政策目標として掲げる

2009.02  様々なレベル・関連分野の行政機関及び支援団体の加盟する
会議体、London Delivery Board（LDB）発足

2012.07  ロンドンオリンピック開催

2012.11  LDB解散。翌年から規模を縮小した会議体がスタート

LDBにより様々なラフスリーピング
対策が展開される



London Delivery Board (LDB)

 目的
2012年までにロンドンにおけるラフスリーピングを終わらせる為、
大ロンドン市長、中央政府、地方自治体と民間ボランタリーセクターの
共同のコミットメントを提供する

 会議
2009年2月〜2012年11月の約4年間、計20回の会議を開催

 構成メンバー
国や大ロンドン市レベルの行政機関ら、複数の特別区、支援団体の代表
から成る



ロンドン全体のラフスリーピング対策

London Street Rescue

独自のアウトリーチサービスを持たないロンドン周縁部の特別区らを毎晩車

で巡回し、するアウトリーチサービス。特に新規のラフスリーパーを早期に

サービスにつないでいる

CHAIN

ロンドン全域のラフスリーパーを個人識別し記録するデータベースシステム

→次ページで詳しく説明

1. LDB設立以前（～2008年） …国がロンドン全体の事業に出資



CHAINデータベース

ラフスリーパー個人を識別し記録するオンラインのデータベース

 1990年代末に、アウトリーチワーカー間で日常的に行われていたFAXによ
るラフスリーパーの情報交換から生まれたデータベース

 最初の登録はアウトリーチワーカーが路上で出会った際に行い、そこにホ
ステルの利用歴などの情報が加えられていくことで、個々人のたどる経路
が分かるようになっている

個人アカウント表示

個人の属性や最後にどこで確認されたかが
表示される

タイムライン表示

アウトリーチワーカーとの接触、サービスの
利用などの履歴が表示される



支援現場での活用

 【情報共有機能】アウトリーチ時に普段見かけないラフスリーパーがいた場

合や、いつも同じ場所にいたラフスリーパーがいなくなってしまった場合

 【ラフスリーパーのIDとしての機能】アウトリーチで会った人に「今夜この

シェルターに泊まれるよう手配したので行って下さい」と言う場合

データ分析

 【レポート作成機能】ラフスリーパー人口の年間値や、その人たちの属性傾

向、移動のパターン、特別区ごとの集計などを分析・レポート化できる

 【タイプ別の分類・識別機能】5年以上路上生活を続けている人、アウト

リーチの記録が50回以上ある人等、プロジェクトの対象とすべきラフスリー

パーが「誰なのか」個人識別が出来る

CHAINによってできること



CHAINによるラフスリーパーの分類

分類 説明 （データ上での分類ルール）

Stock
長期にわたり路上生活を継続している人

（前年度と今年度の2年間、路上での記録がある者）

Returner
再路上化した人・路上生活の期間が断続的な人

（最後に路上で記録されたのが2年以上前で、今年度再び記録された者）

Flow
新たに路上に出てきた人

（その年度に初めてデータベースに記録された路上生活者）



LDBの主なプロジェクト

2. LDB以降（2009年～）
…基本的にLDBの場で実施するプロジェクトを決定
（資金は2010年まで国から、2011年以降は主に大ロンドン市から出資）

Stock / Returnerへの対策

 2009年〜 RS205
 2012年〜 SIB

Flowへの対策

 2011年〜 NSNO試行事業
 2013年〜 NSNO
 2013年〜 StreetLink

その他：3分類すべてに関わる対策

 2011年〜 Non-UK Nationals
 2012年〜 Health Peer Advocacy等、様々な保健系事業

プロジェクトの焦点は
flowに移行しつつある



RS205 ～Stockへの対策～

プロジェクト内容

 路上生活が長期化し、どのサービスにも繋げるのが非常難しい205人
の個人をCHAINによって特定し、この205人を恒久的住宅において安
定させることを目的としたプロジェクト

 205人について、どの特別区が誰の支援に責任を持つかをとり決め、
この205人にはどの特別区のどのサービスを利用しても良いという特
例を設けた

 特別区の担当者らは頻繁に支援の進捗を大ロンドン市に報告し、また
互いの効果的な手法について情報を共有した

成果

 開始(2009年度)から1年弱で、205人の内の75％が路上から脱却した



まとめ

 わかったこと

• ロンドンオリンピックという大きな国際イベントをチャンスと
考えた民間ボランタリーセクターが打ち出した2012年目標は、
後に政策として採用され、LDBという大きな流れを生み出した

• LDB以降の対策ではCHAINデータベースに基づくstock/ 
returner/ flowモデルがラフスリーピング対策の考え方の基本
にすえられており、各々のグループに焦点を絞った様々なプロ
ジェクトが展開されていた

• 近年stockからflowへと対策の焦点が移行しつつあり、flowへ
の対策はreconnectionという考え方が重要な位置を占めていた

• RS205はラフスリーパー個人をCHAINで特定し、集中的な支援
提供と進捗確認を行うことで、最もサービスに繋ぐのが難しい
人たちを路上から脱却させることに成功した！



報告②

ロンドンの特別区によるラフスリーパー支援
～ウェストミンスター特別区の支援現場の実態から～

発表：北畠（７分）
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ウェストミンスター特別区について

• ラフスリーパー人口（2014年度）：
ストリートカウント：265人
年間：2570人（ロンドン全体の約３分の１）

• 対面積比：ロンドンで2位（※1位はCity of London）
• 移民の割合が高い：UK 37% 移民 63%

（ロンドン全体：UK 43% 移民 57%）
• 独自のラフスリーパー戦略（3カ年）を策定
ラフスリーパー人口減少に向けた積極的・成果主義的な方針

Westminster特別区

面積：21.48km2

人口：23万人
ビッグベン等、政治の中心部
Piccadilly Circus、SOHOなど繁華街



ラフスリーパー脱却経路

アウトリーチ

デイセンター/ナイトシェルター

アセスメント

ホステル

サポート付住宅

恒久的住宅

◆ウェストミンスター特別区の宿泊施設経路

一般的なサービス
Local Connection など、別経路

■様々なレベルのホステル
いずれも恒久住宅での生活を最終目的とする。
（期限付き）
ローサポート/ミドルサポート/ハイサポート

■ターゲット別のアウトリーチ
３つのボランタリー団体の合同チーム
２０人のアウトリーチワーカーが雇用されている
①flow:野宿が長期化する前の人
②stock:ラフスリーピングが長期の人
③hot spot:ラフスリーパーが5人以上集まる場所



• 各アウトリーチワーカーに担当クライアントが決まっており、
既に関係が築かれている。

• 担当クライアント以外には接触しない。

アウトリーチ

 同行した日時：9月15日 朝6:00-8:00

Stock：長期ラフスリーパー対象のアウトリーチ



デイケアセンター

• 教会由来の組織だが、ウェストミンスター特別区からの
資金も入っている。

• 元々はソーシャライズするだけだったが、現在はPCスキ
ル向上プログラムやお金の管理の間隔を養うためのプロ
グラムなどが用意されている。

• 付属のアウトリーチチームがある

• 夜間はナイトシェルターとして運営
• ナイトシェルターを利用できるのは、施設の
アウトリーチワーカーに泊まるよう提案され、
CHAINに登録された人のみ

• アセスメント中はナイトシェルター利用可
• ナイトシェルターは基本的に58日以内の利
用に限る

• 基本的にウェストミンスターにlocal 
connectionがある人に限る

Connection at St. Martins デイケアセンター/ナイトシェルター

 訪問した日：9月15日, 17日, 24日



ホステル

• コンプレックスニーズをもった人のためのホステル
• 一般的にサポートの少ないホステルに入居し恒久住宅への移行を目指すが、
そこでの生活がままならない場合、low support 〜 middle support 〜 high 
supportと別のホステルへと移行する。

• それでも生活がうまくいかない場合、このホステルに入居する
• 重度のメンタルヘルスやドラッグ依存、それらを複合的に持った利用者もい
る。その人個人に合った支援方法を模索・実施している

• 元ホームレスの人も雇用

Hopkinton House

 訪問した日：9月15日



まとめ

◆ウェストミンスター特別区のラフスリーパーへの取り組み

 ウェストミンスター特別区はラフスリーパー人口がロンドンで最
も多く、移民問題も顕著である

 そうした必要性から、CHAIN等を用いた現状把握の体制と区自前
の宿泊施設経路モデルが確立されている。

 アウトリーチが対象別であるなど、ターゲットとその対応が明確
に設定されている

 ラフスリーピングの長期化を防ぐため、また移民問題への対応の
ため、積極的な支援の呼びかけと、同時にsoft enforcement

 長期ラフスリーパーやコンプレックスニーズを持った人にはパー
ソナライズされた支援を行う姿勢



報告③

ニューアム区におけるオリンピック関連開発と今
～レガシーとしての再開発事業とラフスリーピング問題に着目して～

発表：町田（７分）
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ニューアム区の中のオリンピック開発エリア

オリンピック関連開発のあったエリア（＝ストラトフォード周辺）

• 大部分は歴史的に工場等が集積していた土地。開発以前は化学物質による土壌
汚染のため、放置されていた

• 東部は比較的古い街並み、南部は労働者階級の多い工業地帯に面している

ロンドン五輪会場とニューアム特別区

メインのオリンピックパークはロンドン東部の４区にまた
がり、スタジアム・選手村などの主な施設はニューアム区
に位置する



 荒廃したロンドン東部地域の再生を主目的とした開発

 ストラトフォード駅の北側に選手村、南西にスタジアムを設置

 ストラトフォード駅周辺にも巨大なショッピングモール等が建設された

オリンピック関連施設の開発

オリンピック～現在まで続く開発

選手村の跡地利用

 大会後、オリンピックのレガシーとして旧選手村を主に住宅利用できる
よう、オリンピック開発公社が仕上げ工事を実施

 旧選手村住宅 約2,800戸が建設され、内訳はアフォーダブル住宅と民間
賃貸住宅がおおよそ半分（約1,400戸）

今後の開発

 ５つの周辺地区の開発を進め、2030年までに約8,000戸の住宅を創出



ニューアム区における再開発とラフスリーパー
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 近年増加傾向を示しており、五輪直後の増加幅がやや大きい

 各年において、全体の約80％をflow（新規層）が占めている

 現在、移民がラフスリーパー全体の約70％を占める

ニューアム区の年間ラフスリーパー数推移



ニューアム区における再開発とラフスリーパー

＜五輪大会終了〜現在まで＞

 ニューアムのラフスリーパー数は増加しているが、再開発の直接の影響と
いうよりも、移民の増加や社会保障費の予算縮小などの影響が大きい

 London Street Rescue に加え、2014年よりOperation Alabama という、
ニューアム区、警察、移民局、テムズリーチ職員のチームによる、地域か
ら苦情のあったラフスリーパー等に対するアウトリーチが行われている

＜五輪大会まで＞

 London Street Rescue（ロンドン周縁部のアウトリーチ）以外に主な
サービスが無い状態であった

 五輪直前期には違法な追い立てや宿泊設備の不足などによるラフスリー
パーの増加を危惧して、ハウジングの戦略がとられた

 五輪開催時、テロ等に対して厳重な警戒体制が敷かれた。オリンピック
パークは犯罪が起きにくい空間を目指したデザインが施され、数多くの監
視カメラが設置された



オリンピックパーク周辺現場レポート

②再開発エリア
（旧選手村）

③再開発エリア
（ショッピングセンター周辺）

④市街地エリア
（旧市庁舎周辺）

①再開発エリア
（スタジアム周辺）

⑤市街地エリア
（カーペンターズ住宅地）



①再開発エリア（スタジアム周辺）



②再開発エリア（旧選手村）



④市街地エリア（旧市庁舎周辺）



④市街地エリア（旧市庁舎周辺）



調査まとめ

 周辺の元々存在する市街地では、再開発の影響を受けた居住問
題が発生している

 旧選手村では広々とした空間が計画的に整備されており、新
住宅の需要も高い状況である

 新しいショッピングセンター周辺は多くの人々で賑わってお
り、新たな雇用を創出できている

 調査時において、再開発地域周辺にラフスリーパーは見かけら
れなかった


